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新ミュージアム散歩
Once Upon a Tide : 
Singapore's Journey 
from Settlement to 
Global City

地図に載ったのはいつ？ 自由貿易港の設立とその急速な発展

　現在、シンガポール国立博物館（NMS）では、シンガポー
ル建国60周年を記念した特別展 「O n c e U p o n a Ti d e : 
Singapore’s Journey from Settlement to Global City」を開催
しています。本展では、海や川と深く結びついた島としてのシン
ガポールの歴史に焦点を当てます。
　展示品の数々は、人・モノ・アイデアが行き交う歴史の中で、
シンガポールが今日のグローバル・ハブとして形づくられてき
た歩みを物語っています。物語性豊かなNMS独自の展示演出
により、来館者は、まるでシンガポールが形づくられてきた歴
史をたどるように、その変遷を体験することができます。地域と
世界をつなぐ「グローバル・ハブ」へと発展してきたシンガポー
ルの歩みを、この特別展でぜひご覧ください。
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　シンガポールが、かつて 「SABANA EMPORIUM（サバ
ナ・エンポリウム）」 と呼ばれていたかもしれないことをご存じ
ですか？
　この名前は、1513年にドイツの地図製作者マルティン・
ヴァルトゼーミューラーが描いた地図に登場します。もとに
なったのは、2世紀のギリシャの天文学者プトレマイオスが
書物に残した情報です。そこではマレー半島が「黄金の半
島」を意味する「AUREA CHERSONESE」（地図右下）と記
され、土地の豊かさを示していました。その南端に記された

「Sabana Emporium」(Emporium=交易拠点)が、現在のシ
ンガポールを指しているのではないかと考えられています。

　1819年にイギリスがシンガポールに港を開き、税のない自
由貿易港が誕生すると、シンガポールは東南アジア各地とイ
ンド・中国・ヨーロッパを結ぶ中継地として発展していきまし
た。川沿いには倉庫やショップハウスが立ち並び、物資の保
管や取引が行われました。大型船は沖合に停泊し、小型船に
貨物を積み替えて荷揚げを行っていました。
　描かれた船を観察すると、どこの国から来たのかを示す手
がかりを見つけることができます。赤い船首に目のような模様

　16世紀以降になると、シンガポールはさまざまな名前で地
図に登場します。たとえば、1628年に出版された中国の軍事
書『マオ・クン地図』には「淡馬錫（タンマシー）」とあり、これ
は昔の呼び名テマセクを示しています。また地図の右側には、
シンガポールの南（現在のケッペルハーバーの西側）にあった

「龍牙門」という名の岩も示されています。

開催期間：2026年10月9日（金）まで
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1900年代のクーリーの部屋のジオラマ

初期のシンガポールを調査する

海を渡る旅

Diorama depicting a coolie room from the 1900s
Mar Edjawan, Elmer Gernale and Arthur Concepcion
c.1983
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　1840年代以降、シンガポールに渡った多くの中華系の
人々は、単身で労働者として来星しました。彼らは過酷な肉
体労働に従事し、coolie（クーリー）と呼ばれていました。チャ
イナタウンには、cool ie keng(クーリー間)と呼ばれる居住区
が作られ、労働者たちは月1.5ドルから4.5ドルでその一角を
借りて生活していました。部屋は木製の多段式ベッドで細か
く仕切られ、ひとつのベッドを交代勤務の人とシェアすること
もありました。リクショーと呼ばれた人力車を引くクーリーの
1日の賃金は1ドル、そこから人力車のレンタル代20セントか
ら30セントが差し引かれていました。
　労働者として海を渡ったのは中国人だけではありません。
シンガポールのインフラの多くは、インドと中国からの移民労
働者によって建設されました。道路の補修や橋の建設といっ
た最も過酷な肉体労働は、特に1825年から1873年の間に
主にインド人囚人によって担われました。また、1920～30年
代に中国から移民したSamsui（三水）と呼ばれる女性たちも
建設現場で働いていました。彼女達は特徴的な赤い頭巾を
かぶり、祖国に仕送りするために懸命に働き、生涯独身を貫
く人も多かったそうです。

　これらのスーツケースは、中国からシンガポールへ移住
した人々によって使用されたもので、さまざまな社会階層の
人々が船でシンガポールに来ていたことがうかがえます。19
世紀半ばになると、裕福な階級の人々は豪華な船旅を楽し
むようになり、革の装飾的なトランクや、装飾の施された竹製
のチェストに荷物を詰めました。その一方で多くの移民たち
は、ほんの数着の衣類と、わずかな寝具や食糧といったごく
小さな荷物のみを持ってくるのが一般的でした。最も安いチ
ケットを持つ旅行者は、船上で自炊をしなければならなかっ
たため、米を持参していました。
　シンガポールへやってきた初期の移民にとって、旅行用ト
ランクやチェストは祖国から持ってきた唯一の思い出の品
でした。そのため、到着後もこれらを家に保管し、身の回りの
品々を収納して使い続けていたそうです。

が描かれているのはシャム(現在のタイ)の船です。目の模様
は、航海の安全を見守るためだと言われています。人々がオー
ルをもって漕いでいる白い船は、中東の小型ボートです。大型
船とシンガポール川の間を往復し、乗客を運ぶために使われ
ていました。この絵の中で最も大きな帆を持つ船はイギリス
東インド会社の商船です。このような大型船は貨物だけでな
く、多くの乗客も運んでいました。

　この銅版画は、1835年に実際に起こった事件を描いた
ものです。道路建設のためジャングルを調査していた建築家
ジョージ・D・コールマンとインド人労働者の一行がトラに襲
われました。幸いトラは測量器に突進しただけで逃げ去り、
誰も傷を負うことはありませんでした。当時のシンガポールは
まだジャングルに覆われている場所が多く、トラは深刻な脅
威でした。政府が高額の報奨金を設けたことで、トラ狩りが
盛んに行われましたが、1930年に最後のトラが射殺された
と伝えられています。コールマンはシンガポール初の都市計
画者であり、初代公共事業監督官として町の基盤を築いた
人物です。この銅版画は、実際の衝撃的な出来事を記録する
と同時に、植民地化と自然とのせめぎ合い、そしてシンガポー
ルが世界経済へとつながっていく時代の象徴として描かれ
たのかもしれません。

(撮影: 日本語ガイドグループ)
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ミュージアム日本語ガイドグループは、Friends of the Museums
に所属し、シンガポール国立博物館（N M S）、アジア文明博
物館（ACM）、シンガポール美術館（SAM）、プラナカン博物館

（TPM）にて、日本語によるボランティアガイドを行っています

◆無料日本語ガイドツアー◆（予約不要。各回定員15名）
下記の博物館で、ボランティアによる日本語ガイドを実施中（祝
日・博物館の開放日を除く）

シンガポール国立博物館　National Museum of Singapore
◎特別展「Once Upon a Tide: Singapore’s Journey from 　　 
　Settlement to Global City」（月～金、第一土 10:30～/　
　木、第一・第三火 13:00～）
※常設展ヒストリーギャラリーは長期改修工事のため閉鎖　 
　中です。

アジア文明博物館　Asian Civilisations Museum
◎常設展ハイライトツアー （火～金、第二土　10:30～）
◎特別展「Let’s Play! The Art and Design of Asian Games」　
　（水12:30～、第四土 10:30～）
※開催期間 ～2026年6月7日

Singapore concept plan 
(used in guiding urban growth and infrastructure 
developments)
1970–1990
2015-02025
Collection of the National Museum of Singapore, 
National Heritage Board 
© Urban Redevelopment Authority. All rights reserved.

　現在のシンガポールの街並みや交通網は、実は50年以上
前に立てられた都市計画「コンセプト・プラン」に基づいてい
ます。1971年に策定されたこの計画では、当時まだ存在して
いなかったチャンギ空港の場所や高速道路網、M RT構想、
そして私たちが休日に訪れるイースト・コースト・パークまでも
が描かれていました。驚くべきことに、半世紀以上経た今その
多くが実現し人々に豊かな暮らしを提供しています。また、人
口動態の変化など変わりゆく環境に合わせて計画自体も柔
軟に変化し続けています。土地の限られたシンガポールが、
未来を見据えて計画を立てるとき、常に問うのは「現在そして
未来において、土地をいかに最善の形で活用すべきか？」と
いう問いです。今日のシンガポールの発展は偶然ではなく、
遠い未来を見据えた明確なビジョンと計画があったからこそ
実現したのではないでしょうか。

　今回の展示は、お子様も楽しんでいただける内容となって
います。入り口付近には電子タグを内蔵したリストバンドが用
意されています。それを使って会場内の質問に答えていくと、
最後にアバターが現れます。皆様の回答に基づいたシンガ
ポールの未来像がアバターのガイドと共にスクリーンに映し
出される仕組みです。
　この機会に、私たちが暮らすシンガポールが現在の姿に至
るまでの歴史を、展示を通して体感してみてください。

文責 ： ミュージアム日本語ガイドグループ　二澤幸代

シンガポール・コンセプトプラン

おわりに

シンガポール美術館　Singapore Art Museum at Tanjong 
Pagar Distripark
◎Singapore Biennale 2025: pure intention　
  （木・金・土 　10:30～）
※開催期間 ～2026年3月29日
※終了後は開催中の展示ハイライトツアーを予定

プラナカン博物館　The Peranakan Museum 
◎常設展ハイライトツアー　（火・水・金、第三土　10：30～）
◎特別展「Peacock Power: Beauty and Symbolism Across   
    Cultures」（金 13：00～）
　※開催期間 ～2026年8月30日

◆ミュージアム日本語ガイドグループ　4月期入会説明会◆
日時：3月9日（月）10:15～　1時間半程度
場所：アジア文明博物館Discovery Room
詳細は公式ブログにてご確認ください。
◆公式ブログ　「シンガポールミュージアム日本語ガイド」
　　　　　　    https://jdguide.exblog.jp/
◆Facebook       シンガポールミュージアム日本語ガイド
◆Instagram　   jd_museumguide

右の写真2枚：
南十字星編集委員より提供

特別展 「Once Upon a Tide: 
Singapore’s Journey from 
Settlement to Global City」を
親子で見に行ってきました！子
どもも楽しめる展示で、良かっ
たです。是非、みなさんも行っ
てみてくださいね！


